








要約:機械検索によって,小児期の運動と成人病に関する疫学的研究リストを作成し,それ

らの内 62 編については論文の写しを入手した。これらの論文のレビューを行なった。最終

的に有用であったのはこの内 7編であった。 

小児期における運動と成人になってからの健康に関する報告は皆無であった。運動のみの

効果を評価できる研究が少なく,小児期における肥満や高血圧の改善に関する報告も十分

とはいえず,研究を継続する必要がある。ただし,一般の児童生徒に対して,食塩や喫煙など

成人病の危険因子であることが明らかな要因についての指導は積極的に行なわれなくては

ならない。 


